下野新聞 平成２７年１月２４日付
押上小児童が防災検定 

県内公立校初、意識高める
　児童に防災意識を高めてもらう「ジュニア防災検定」が23日、押上小で行われた。東日本大震災で多くの児童・生徒が犠牲になったことを踏まえ、一般財団法人防災検定協会が防災教育の充実を図る狙いでおととしから実施している。同協会や市によると、県内の公立校で行うのは初めて。
　「ジュニア防災検定」は「事前課題」「検定テスト」「事後課題」の3段階に分かれた検定。「事前課題」は家庭で防災について話し合ったことをリポートでまとめる。「検定テスト」は自然災害の種類や警報の種類、震度の階級などを問う記述式のテスト。「事後課題」は防災に関する自由研究で、マップやポスター、新聞などを作る。3段階の総合評価で100点満点中70点以上が合格で、合格者は合格証書とバッジがもらえる。
　この日は検定テストが行われ、28人の児童が挑戦した。児童たちは防災検定協会の笠間正弘広報・企画推進事業部長の説明を受け、設問を解いていった。藤田直人君と小林優一君は「災害への関心が強まった」「難しい問題もあったけどためになった。災害があったとき冷静に対策を取れればいい」などと話していた。
　同校の和気由美子校長は「すぐに効果が出るものではないが、災害は人ごとではなく自分の身に返ってくることだと学習してもらえるといい」と話していた。
（斎藤泰行）
